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ぼくらの〈三角ベイス〉物語        きつたか 榮一 

  これなら ケンカはいらんが！ オう！ 皆
みんな

 嬉しそう
うれ

だ 

  ぼくらは 備中
びっちゅう

 後月郡
しつきぐん

西江原
にしえはら

 ピカピカの 5・6年
ねん

 

  自転車
じてんしゃ

にり乗り
 の

 口笛
くちぶえ

も吹ける 横乗り
よこの

１ 女乗り
おんなの

１ 

新学期
しんがっき

になって 突然
とつぜん

広まった
ひろ

 〈３角形
かっけい

の陣地
じんち

〉を使った
つか

遊び
あそ

 

― 遠く
とお

まで投げる
な

 正確
せいかく

に叩く
たた

 転んで
ころ

も掴む
つか

 すっ飛んで
と

走る
はし

 

皆
みんな

 本人
ほんにん

も知らない
し

得意
とくい

技
わざ

があって いい顔
かお

してる 僕
ぼく

はほぼ 

狙い通り
ねら  どお

に投げる
なげ

！ 

〈３角
かく

ベイス〉は 同じ
おな

町内
ちょうない

の 新
しん

ちゃんのお兄さん
にい

の置き土産
お   みやげ

 

  アメリカの〈ベイスボール〉を 少人数
しょうにんずう

で遊べる
あそ

 

〈三角形
さんかっけい

の戦争ごっこ
せんそう

〉にして 自分
じぶん

は《陸軍
りくぐん

幼年
ようねん

学校
がっこう

》に進学
しんがく

した 

 新
しん

ちゃんの家
いえ

の門
もん

には 《…嘉
か

三郎
さぶろう

先生
せんせい

旧宅
きゅうたく

》の道標
みちしるべ

がある  

お祖父
  じ い

が地域
ちいき

に〈養蚕
ようさん

〉を広め
ひろ

 織物
おりもの

の市
いち

の基
もとい

となった 

   （内緒
ないしょ

だけど未来
みらい

〈ジーンズのメッカ〉となるんだよ） 

《ベイス》は 敵
てき

が守って
まも

いる〈砦
とりで

〉(塁
るい

) 打者
だしゃ

が〈ホーム(本陣
ほんじん

)〉に立つ
た

と⇒

敵
てき

の球
たま

が飛んで
 と

くる⇒手
て

に布
ぬの

を巻いて
ま

跳ね飛ばし
は   と

〈一
いち

の砦
とりで

（１塁
るい

）〉に走る
はし

⇒敵
てき

が球
たま

を宙
ちゅう

で受けたり
う

／走者
そうしゃ

が行き着く
い

前
まえ

に球
たま

を拾
ひろ

って〈塁
るい

〉に届ける
とど

と

⇒走者
そうしゃ

は（戦死
せんし

）／走者
そうしゃ

が先に
さき

砦
とりで

に着けば
つ

 砦
とりで

は〈撃破
げきは

〉//次
つぎ

の打者
だしゃ

が

成功
せいこう

して  次々
つぎつぎ

と塁
るい

を突破
とっぱ

し⇒本陣
ほんじん

に戻って
もど

くれば《凱旋
がいせん

》 （一点
いってん

） 

〈勝負け
かちま

〉は 凱旋
がいせん

の数
かず

（得点
と くてん

）できまる 



2 

 

 はじめは していることの意味
 いみ

が ピンと来なかった
こ

が 〈戦争
せんそう

ゴッコ〉と

考えたら
かんが

 皆
みんな

 俄然
がぜん

やる気
き

が出た
で

 

 

 太平洋
たいへいよう

戦争
せんそう

が始まり
はじ

 ゴムの樹
き

のある南方
なんぽう

の占領
せんりょう

で 沸き立つ
わ   た

頃
ころ

 学校
がっこう

に 

ゴムボールが配られた
くば

 ボール投げ
な

や女子
じょし

のボール遊び
あそ

に適し
てき

 僕ら
ぼく

が棒
ぼう

で

叩く
たた

とすぐへ垂れる
た

 コロコロした手触り
て ざわ

の空気
くうき

を入れる
い

ヘソが内側
うちがわ

にあり 

何回
なんかい

か空気
くうき

を注射
ちゅうしゃ

するが 空
から

元気
げんき

な奴
やつ

だった 

〈三角
さんかく

ベイス〉を知る
し

前
まえ

の僕ら
ぼく

は 他
ほか

の小学
しょうがっ

校区
こうく

を自転車
じてんしゃ

で偵察
ていさつ

し他国
たこく

に

侵入
しんにゅう

する気分
きぶん

を味わった
あじ

 一人
ひとり

の時
とき

も 自転車
じてんしゃ

を連ねる
つら

時
とき

も 双方
そうほう

の台詞
せりふ

は

決まって
き

いたー「お前
  まえ

のガッコはボロガッコー つっぱり交
こう

てコケコーロー！」

上
かみ

の句
く

で地元
じもと

がまず火花
ひばな

を散らし
ち

 「お前
  まえ

のガッコもボロガッコー ツッパリ

倒れて
たお

バーラバラ！」と下
しも

の句
く

で侵入者
しんにゅうしゃ

が覚悟
かくご

を示す
しめ

 毎回
まいかい

 多少
たしょう

の殴り合い
なぐ    あ

は覚悟
かくご

し 強く
つよ

見せる
み

ため ノソ～ッ身体
からだ

を大きく
おお

し 塩
しお

のついてない手
て

を相撲
すもう

取り
と

のようにパンパン払ったり
はら

 指
ゆび

をポキポキ鳴らす
な

者
もの

もいた 誰
だれ

が決めた
 き

わ

けもなく 現実
げんじつ

は常に
つね

土地
とち

の者
もの

が勝ち
かち

 よそ者
    もの

が退散
たいさん

することになっていた 

 ある時
とき

 目立たない
 め  だ

よう一人
ひとり

で出かけた
 で

 やはり 一人
ひとり

の子
 こ

が目ざとく
 め

 僕
ぼく

を

見つけて
 み

 「お前
   まえ

のガッコはボロガッコー」と歌い始めた
うた    はじ

 良く
 よ

響く
ひび

声
こえ

だ 「つっ

ぱり交
こう

て…
・・・

」と入って
はい

くるタイミングで「お前
  ま え

のガッコは…
・・・

」と ぼくはズラシを

入れて
い

 彼
かれ

と同じ
おな

セリフを歌い始める
うた    はじ  

 

“うわー！カノンの合唱
がっしょう

になったあ！” 「おい 君
きみ

の声
こえ

 ボッケーキレーだ！
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（奇麗
き れ い

）」「わしも あんたの声
こえ

デーキレーだ（大嫌
だいきらい

）！」「違う
ちが

よ ボレーケッケ

ー(美しい
うつく

)ということだ ズレて歌えば
うた

にぎゃかで 楽
たの

しいうたになるよ！ 

 あっという間
               ま

にどっちも 仲良し
なか よ

じゃあ！」「変
へん

な奴
やつ

！ 夕方
ゆうがた

は忙しい
いそが

オカンに 

飯
めし

をつくる 暇人
ひまじん

は帰
かえ

れ帰れ
かえ

！ カラスと一緒
いっしょ

に帰ります
かえ

～ゥ♪」 行っちゃった
 い

 

 地元史
じもとし

の研究
けんきゅう

が進み
すす

 北条
ほうじょう

早
そう

雲
うん

のお城
  しろ

があった《荏原
えばら

の庄
しょう

》と呼ばれる
よ

小学
しょうがっ

校区
こうく

だった 

〈三角
さんかく

ベース〉を発案
はつあん

したお兄さん
にい

のお家
   うち

には 大戦前
たいせんまえ

の分厚い
 ぶ あつ

「子供
こども

の

科学
かがく

」がそろっていた ”いつでも自由
じゆう

に上がって
 あ

 読んで
 よ

いいよ“と言って
 い

下さった
くだ

 

  天然
てんねん

色
しょく

のグラビアは 未来
みらい

に実現
じつげん

するであろう〈発明
はつめい

発見
はっけん

〉を特集
とくしゅう

しーそ

の姿
すがた

 原理
げんり

 仕組み
 し  く

まで予想
よそう

していた 

   美
うつく

しいく 堂々
どうどう

たる〈想像画
そ う ぞ う が

の未来
み ら い

〉が 僕
ぼく

を魅了
みり ょ う

した 

 

思えば
おも

日本
にほん

が太平洋
たいへいよう

戦争
せんそう

に勝った
 か

世界
せかい

の －今
いま

とは世界
せ か い

線
せん

が枝
えだ

分かれ
わ

した 

パラレルワールドの 未来図
み ら い ず

だった としか思えない
おも

ー 戦事
    せ ん じ

科学
か が く

と技術
ぎじゅつ

崇拝
すうはい

の物質
ぶっしつ

文明
ぶんめい

の 極致
きょくち

を見た
 み

気
き

がする 

 

指物
さしもの

の名人
めいじん

の滞在中
たいざいちゅう

 私
わたし

が蔵
くら

の床板
ゆかいた

で糸鋸
いとのこぎり

でつくった顕微鏡
けんびきょう

をご覧
    らん

にな

り ある日
ひ

 本物
ほんもの

を造って
つく

待って
 ま

いてくださった 
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あんなに優しい
やさ

ご一家
   いっか

のことが これを書く
 か

まで《失われた
うしな

記憶
きおく

》になってい

たのだ あり得ない
え

経験
けいけん

を許して
ゆる

くださった皆様
みなさま

に 今頃
いまごろ

涙
なみだ

が溢れる
あふ

なんて 

ごめんなさい もう８０年前
ねんまえ

のことになりました  

本当
ほんとう

にありがとうございました          （Nov.３ ２４） 


